
去る４月７日（金）、１５名の新任の先生方とともに、令和５年度１学期がスタートしました。午後には第２２回目の入学式が体育館で行われ、同窓会長元
木洋介様、教育後援会長甲州則雄様、ＰＴＡ会長岩本義喜様をはじめ、５名のご来賓の方々のご臨席の下、８９名の新入生が晴れて神室産業高校の生徒となり
ました。校長先生は式辞で、本校の校訓である「志高」「創造」「自立」について、「ものごとに主体的に関わり自らを高めていくこと」「学んだことを生か
し新しいことに挑戦すること」「社会に必要とされる人間になること」と紹介され、この校訓に込められた地域の想いは、必ず人生の指針になるとも述べられ
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来る６月７日、山形県高等学校サーベイコンテストと山形県学校農業クラ

ブ連盟平板測量競技会が県総合運動公園で開催されます。今年度は、サーベ

イコンテストには、環境デザイン科３年生が３部門に１チームずつ、平板測

量競技会には、食料生産科と農産活用科３年の男女混合２チームがそれぞれ

エントリーしています。ゴールデンウイーク前から早朝練習が始まり、学校

内のあちらこちらで技術の習得と精度の向上を図るため、練習に励んでいま

す。次号には、生徒たちの笑顔の写真が載せられると思いますので、期待し

て下さい。

農業科チーム

ました。また、式の中で、環境デザイン科の斉藤楓花さんが、「新しい歴史と伝統を築き上げるた
めに努力したい」そして、「将来の産業人として社会に貢献できる人材をめざします！」と力強く
『誓いの言葉』を述べてくれました。これからの３年間がよりよい幸せな未来のためにあると信じ、
充実した高校生活を共に過ごして行きましょう。
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担任の先生と一緒になって仲間＆学級作り

４月１１日（火）1・２校時、１学年
全クラス合同のグループエンカウンター
を体育館で行いました。入学式を含めて
も３日しか経っていなかったため、同じ
クラスでも名前すら分からないという生
徒がほとんどのようでした。この活動は、
「人間関係作り」のためのプログラムで、
学校だけでなく、企業研修会などでも導
入されており、本校では６年前から行っ
ているものです。この日は、斉藤学年主

任がファシリテーターを務め、『他者理
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解』や『自己受容』を目的とした数種類
のエクササイズを、クラスに分かれ担任
の先生と一緒に行いました。
初めのうちは、クラスメートになかな
か寄って行くことができない生徒も多く
見られましたが、エクササイズを進める
うちに、徐々に距離が縮まり、会話も弾
むようになってきました。クラスによっ

て人数は異なりますが、お互いを認め合
い、それぞれの力を高め合える仲間に
なってほしいと思います。
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去る３月２２日、慶応義塾大学ＳＦＣ研究所運営のアグリプラットフォー
ムコンソーシアムが事務局を担当する標記コンテストの表彰式が慶応義塾
大学三田キャンパス北館ホールにて開催され、ホームページ部門において
“優秀賞”を受賞しました。式には、農産活用科２年の加藤乙葉さんと齋
藤遼佳さんが出席し、協賛企業の井関農機株式会社様より、賞状と副賞の
目録が手渡されました。表彰式後、出席者全員で記念撮影を行い、協賛企

業の方々ともお話をさせていただくことができました。生徒たちは「農業
のよさと神室産業の魅力をもっと全国に発信してきたい！」と伝えていま
した。副賞の『ミニ耕運機』は、今月２４日に株式会社ヰセキ東北から届
くことになっており、当日は贈呈式と運転操作講習会を予定しています。

昨年度、農産活用科３年生の課題研究・食品製造班で考案した“新庄銘菓

にぎわいパン”の１つである『あじさいパン』が、マルシャン北欧で商品化

していただけることになり、３月２５日からマルシャン北欧本店ともがみ物

産館の２店舗で常時販売されています。４月１１日からは、本校の購買部で

も販売が始まり、生徒たちから「美味しい！」という声が届いているとのこ

とです。他の３種についても、研究活動を引き継
いだ生徒たちが、今年度中の商品化を目標に取り
組みを進めているようです。ぜひ、実現させてほ
しいと思います！

農業生産部の皆さん、
お疲れ様でした。詳細は、ホームページ部活動の動画を見て下さい！


